
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,431 人     
女性   16,015 人    
合計   30,446 人    
世帯   13,629 世帯
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人の動き
 （R3.11.30 現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   1 月 31日🈷  口座振替 1 月 25 日火

町 県 民 税　　　　　　    　　      　   　　 第 4 期
国民健康保険税（普通徴収）　           　  第 7 期
介護保険料（普通徴収）　　      　   　　 第 7 期
後 期高齢 者医 療 保険 料（ 普 通 徴 収 ）        第 7 期

松前町は令和 42 年に 25,000 人のまちを維持します

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

家 族 の き ず な

伊藤悟志さん ジュリさん 月祈ちゃん 葉琉くん 
（塩屋）
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　「探 Q 活動」では、私たち生徒が活動テーマを決め、自
ら課題を発見し、学び考えることを目標に活動しています。
　私たちの探 Q のテーマは、動画を使った地域の課題解
決と魅力探究。松前町の伝統文化の一つである「はんぎ
り」を活用したまちづくりを研究して１年が経ちました。
新型コロナの影響で、多くのイベントが中止・延期とな
り、松前町が誇る伝統文化の魅力を知ってもらう機会が
減少しました。そこで、私たち若い世代にもっと地域の
伝統文化に触れる機会を作り、興味を持ってもらいたい、
そして、松前町内外の方にも、ぜひ「はんぎり」の魅力を
知ってもらいたい、また、町のお祭り「はんぎり H －１グ
ランプリ」が来年度こそ盛大に、にぎやかに開催できる
ようにという願いを込めて、「はんぎり」PR 動画を作成し
たり、出張「はんぎり体験」を行い、「はんぎり」を世に広
める活動に力を入れたりしてきました。
　作成した動画は、令和３年度全国高校生放送・デジコン

Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私たちが、伊予高校の特色の一つである「探
Q活動（総合的な探究の時間）」を紹介します。

このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
広聴係 （☎ 985―4132） に連絡を。

学校自慢編

大賞において、デジコン部門最優秀賞を受賞しました。こ
れからは 「はんぎり」に限らず、松前町
の伝統文化と地場産業のつながりを
テーマに、活動を引き続き頑張ります。

愛媛ＦＣホームゲーム
イベントブースに出店

伊予高等学校（写真左上から）
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Kids
頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!
北伊予小 4 年・出作         西
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「夢はオリジナルの句集作り」

　北伊予小学校 4 年生の西岡大和さん。俳句の創作に打ち込
んでいる男の子です。
　大和さんと俳句の出会いは、3 年生のときの国語の授業。

「作った俳句を先生がほめてくれてうれしかった」と話す大
和さんは、それ以来、毎日２句ずつ欠かさずに俳句を作り続
けています。そんな大和さんが毎週楽しみにしているのは、
愛媛新聞社が発行しているジュニアえひめ新聞の「集まれ俳
句キッズ」のコーナー。大和さんの俳句は何度も取り上げら
れていて、「昨年は 17 回載ったから、今年は 20 回が目標です」
と意気込んでいます。
　「俳句を作るようになってから、頭に浮かんだアイデアを
表現することが楽しくなった」と笑うように、工作や短歌な
ど、新しいことにも積極的にチャレンジしている大和さん。

「いつか、自分が作った俳句を集めて句集を作りたいな」とほ
ほ笑む大和さんは、これからもすてきな言葉をたくさん紡い
でいきます。

◦ PROFILE
いとう・さとし　会社員。就寝前に子どもたちへ自身の昔話をするの
　が日課。スノーボードやスキューバダイビングが趣味　松山市出身
いとう・じゅり　会社員。人と話をすることが大好き。やりたいこ
　とが多すぎて、睡眠時間の確保に奮闘中　塩屋出身
いとう・つき　週に 1 回体操教室に通っている。最近逆上がりがで
　きるように。読書とダンスが大好き　小 3
いとう・はる　読書と食べることが大好き。この 1 年で身長が 5cm
　伸びるなど急成長中　6 歳

　塩屋に住む伊藤さんファミリー。ふるさとライブラリーで絵本
や文庫本を借りるのが習慣の、読書が大好きな仲良し家族です。
　悟志さんが、「家族の誰かから提案されたことは、とりあえず
やってみる」と話すように、特に子どもたちがやりたいと思った
瞬間を大切にしている伊藤さん夫婦。例えば葉琉くんから、「魚
釣りがしてみたい」という提案を受けると、とりあえず釣り具屋
へ行き、どんな道具や餌が必要なのか、ということから一緒に
学ぶといいます。餌に使う青虫は、「全然怖くないよ」と笑う月祈
ちゃんが切ってくれるなど、役割分担もばっちりです。
　家族でいろんな体験を楽しめる秘

ひ

訣
けつ

は、夫婦の関係性に―。
悟志さんがジュリさんのことを、「いつも明るくて、太陽みたいな
存在」と話し、ジュリさんが悟志さんのことを、「いつも話を受け
入れてくれるので、いるだけでほっとします」とほほ笑むように、
2 人は何でも共有でき、尊重し合えるパートナーです。
　子どもたちが高学年になって家族と過ごす時間が少なくなる
前に、もっとたくさんのことを一緒に体験したいと話す伊藤さん
ファミリー。これからも、家族の時間を大切にしていきます。
　次回は、ジュリさんのお友達、藤
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さん＝塩屋＝ファミリー
をご紹介します。
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